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障害 者 支 援 用 パ ソ コ ン(PC)に つ いて(II)

社会学部 今泉 重夫

1.は じめ に

前報1)の 後 、 障害者 支 援 用パ ソ コ ン(PC)の 設 備 更新 が認 め られ、 平 成16年 の秋 には、

新 機種(IBM製 、ThinkCentre)が 導 入 され て、基 本 ソ フ トウ ェア(OS)もWindows

XPProfessiona1と な った。新 機種 が導 入 され、 ほぼ一 年 が過 ぎ、 この間 の運 用実 績 に依

り、生 じた問題 点 や取 り扱 いの留意点 な どを、整 理 した。 また、機 器操 作 上 の注意 点 な ど

につ いて も、解 説 す る。

近 年 の情 報 関連機 器 の発達 は、 目覚 しく、容 易 に、 各種 障害 を有 す る学生 の支援 や教育

環境 の充実 に供 す る ことがIif能 に な った。 また、情 報 処理 学 会 も、 これ らの充実 を強化 す

る ことを支援 して い る。 第68回 情 報処 理学 会 全国大 会(2006.3)に お ける研 究 グル ープ企

画:"あ りか な?「 て ごろでが っち り情 報 保 障」 ～ 障害 の あ る人 と考 え る機 会 を、 もっ と

～"を 開催 し
、 多数 の障害 者、 研 究者 、教 育 者 な どが参 加 し、 活 発 に討 論 が行 わ れ た2)。

われ われ で出来 る手 頃 な情 報保 障 の方 法 を見っ け、 す ぐれ た ア イデ アは共 有 し、 そ れを教

育 現場 で実践 す る。現 実 に は、 専 門家 をt分 に配 置 す るの は、難 し く、教 育、 研究 、 勉学

な ど種 々の活 動 に、 障害 の あ る人 々が参 加 しに くい状 態 が続 いて い る。 しか し、何 か情 報

保 障 を必 要 とす る人 との あ いだ によ い方 法 が あれ ば、 これ まで、 専 門家 に任 せ きりに して

いた情報 保 障 に参加 で き るこ とにな る。 専 門家 で な くと も、 自発 的 に情報 保 障 に取 り組 む

ことが、 人学教 育 で は、大切 であ り、 この事 が、 人 に優 しい シス テム に もな る。 ま た、積

極 的 に、情 報 保障 に取組 む こ とが、情 報 の粗製 濫 造 に しか な らな いか も しれ な い。 こ こで

は、 わ れわれ の 出来 る こ と、 出来 ない こと。手 を出 して よ い と こと、 いけな い こ と、支援

す る上で、 最低 限知 ってお か な けれ ば な らい こ とな ど考慮 して、広 く継 続 的 に実 施可 能 な

"手 頃 な情 報保 障"の あ り方 にっ いて も報 告 す る
。

2.各 論

2-1(カ ラー)拡 大 読書 器

弱視者 、 視力 の急激 な低 下者 、 高齢者 な どあ る程 度視 力 が残 って い る場 合 は、拡 大読 書

器(図1)を 利 用す ると本 、 資料 な ど、 文字 情報 が 得 られ やす くな る。留 意点 は、 健常 者

に は、 カ ラー表示 が、 通常 で あ るが 、極 端 に視力 が 低下 す ると、 カ ラー表 示 よ り、(反 転)

モ ノ クロ表示 の方 が、読 みやす くな る。<コ ン トラス トを"反 転 白黒"に スイ ッチで切 り

替 え る 〉最初 は、試 行錯 誤 で、 いろ いろ試 し、 各 自に適 した設 定 を 見っ け る と良 い。 最近

は、 この よ うな固定 式読 書 器 のみ な らず 、携帯 式拡 人 読書 器 も各種 出同 って い る。利 用 目
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21イ ンチCRT

(SonyKV-21MF1)
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拡 大 読 書 器

(ELMOMG-21)
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図1(カ ラ ー)拡 大 読書 器

的 に応 じて、 使 い分 け る とよい。

さ らに、詳 しい解説 は、 前著1)に 掲載 して い るので、読 ん で頂 きた い。

2-2障 害者 支援用 パ ソ コ ン(PC)シ ステム

従来 、使 用 して きたPC(IBM、NetVistaA40)お よびOS系 と して、Windows98

2n、,Ed.は 、 ハ ー ド、 ソフ トと もに古 くな り、性 能 が不 安定 にな り、 しか も保守 が 難 しく

な った。 ま た、 利 用者 も新 しいPC、 ソ フ トウ ェアを使 用 す るよ うに な り、機 器 や ソ フ ト

な どの互換 性 の問題 が生 じ、 教育 に支 障 を きた して来 た。幸 い昨年 度 の予 算処 置 を して い

ただ き、 設備更 新 す る こ とにな った。 これ まで の運 用経 験 と、 ハ ー ド面 で は、運 用実績 を

考慮 し、 利用 で きる もの は、 再利 用 す るこ とに した。

教 育 や教材 作成 な どを行 う教 員、 障害者 を支 え るボ ラ ンテ ィアの人 々は、 支援 用 に特別

な教 材、 ソフ トウェア を使 用す るので はな く、 日常 的 に使 用 して い るハ ー ド、 ソフ トを利

用出来 る ことが望 ま しく、 また、蓄 積 した教 材、 資源 も活 用 で きる ことが望 ま しい。 障害

者 に と って は、新 しい機材 の導 入 と共 に、常 に利 用環 境 の整 備 が必 要 で あ る。 日頃 の メ ン

テナ ンス、 ソ フ トウェアのバ ー ジ ョンァ ップ もサ ポ ー トされて い る ことが重要 で あ る。導

入す るパ ソコ ン(PC)は 、 性能 が高 く、 イ ンター フ ェー ス類 も豊 富 で、 故 障 の ない こと

が必要 であ る。 これ らを満 た し、実績 、 サポー トなど完備 してい るIBM社 、ThinkCentre

パ ソ コ ンを今 回 も、 採 用 した。 また、 ス キ ャナ ー、 点字 プ リンター、 点 字 デ ィスプ レー
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は、 今 ま で 、 使 用 して い た もの を利 用 し、 駆 動 ソ フ トウ ェ ア は 、WindowsXP用 に更 新

して、 そ の ま ま 利 用 した。 具 体 的 な シ ス テ ム 図 を 図2に 示 す 。 こ のパ ソ コ ンの 主 メ モ リー

容 量 は、512MB、 附 属 す るハ ー ドデ ィ ス ク(HD)容 量 は 、40GBで 、 基 本 ソ フ トウ ェ ア

(OS)と して 、WindowsXPProfessiona1が 搭 載 して あ る。 そ の 他 、 障 害 者 支 援 に必 要

な ソ フ トウ ェ ア も0通 り、 イ ンス トー ル して あ る。
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図2(視 覚)障 害者支援用PCシ ステム

特 に、

*KTOS

*VDMW300

*EXTRAforWindows

パ ソコ ンのキ ー ボー ドか ら点字 出力 を可 能 にす る 「点

字 入 力 システ ム」 を開 く。

WindowsXPの 操作 を音 声 で ガ イ ドす る 「ス ク リー

ン ・リー ダー」 を開 く。

日本語 入 力 した文章 を ひ らが な文 と点字 文 に変換 す る
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CVersion3>

*XPReader

*ZoomTextXtraLevel1

*ブ レ イ ル ス タ ーforWindows

*BraillePrintterDriver

*MMメ ー ル

*読 んde!!コ コ

と共 に、 点字 プ リンターに 出力 す る。

(LD)画 面 を読上 げ る ソフ ト

(LD)画 面 を任 意 に拡大 す るソ フ ト

点字 デ ィスプ レーを駆 動 す るソ フ ト

墨 字 を点字 に変 換 す る ソフ ト

視 覚 障害者 向 きの電 子 メール ソフ ト(メ ー ラー)

スキ ャナ ーで読 ん だ情報(イ メ ー ジ情 報)を 文 字情 報

(テ キス ト情 報)に 変 換 す る ソ フ ト

な ど、 利 用可能 で あ るが、実 際 に、使 用す る時 には、 メ ニ ュー形 式 を採用 せず 、実情 に

応 じて、希望 の ソフ トが選 べ るよ うにな って い る。

シス テム全体 を写真1に 示 した。 手 前 の(CRT)デ ィスプ レー 〈電 源 が 切 って あ る 〉

は、 読 書拡 大 器 の表 示部 で あ る。 中央部 に障 害者 支 援 用PCのwindows初 期 画面 が 表示

されて い る(拡 大 した ものが、 写 真2)。 奥 の方 の下 部 に は、点 字 プ リンター(写 真3)

が、下 部 には、 点字 デ ィスプ レー(写 真4)が 、 写 って い る。
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支援 システ ムが更新 されて も、 環境 設定 、 ソ フ トウェアのバ ー ジ ョンア ップ、保 守 ・運

用 トラブル対 策 な ど、 基本 的 に は、 健常者 向 きにで きて い るので、 専任 の保守 ・管理者 が
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必 要 な ことに は、変 わ りはな い。 この意 味で本装 置 の人 的配 置 を含 めた支援 システ ム化 が、

今後 の不可 欠 な条件 とな る。

2-2-1墨 字 → 点字 に変 換す る

(教材)文 書 を キー入力 で作 成、 また は事 前 に作成 した文書(テ キ ス ト形 式)の 通常形

式 文書 を墨 字 とい い、 これ を点 字 出力 にす る方 法 を述 べ る、Windows初 期 画 面 で、 文字

入 力 モー ド(エ デ ィターモ ー ド)に す る必 要 が あ る。

〔ス ター ト〕 → 〔す べて の プ ロ グラム〕 → 〔MS-Wordま た は、 メモ帳〕

と して、MS-Wordま た は、 メモ帳 に、 文書 を作 成 す る。 事 前 に作成 した文書 を記憶 媒体

(FD、USBメ モ リーな ど)に 入 れて 、 そ れ を点字 出 力す る場 合 、 これ らを直接 変 換 で き

ない。注 意 と して、Textフ ァイル を、 まずExtraフ ァイル に変換 しな い と、Textフ ァイ

ル中の制御 コー ドが働 いて、 以後 、点 字化 けが起 こる。

具体 的 に は、

①ExtraforWindowsを 起動 し、 そ の文書 欄 に`ド ラ ッグ ア ン ド ドロ ップ'す るか

`インポ ー ト'し て
、 文書 を読 み込 む。

② 指定 した記 録 媒 体 で、 〔プ ログ ラ ムを開 く〕 → 〔extra3〕 でEXTRAフ ァイル を起

動す る。

具体 例 を示す と、 まず 、初 期画 面 で、"EXTRAforWindows<version3>"の ア イ

コ ンを ダブル ク リック して、 ソフ トウェアを立 ち上 げ る。EXTRA画 面 は、 .三部構 成 にな っ

てい るので、最上部 の エ リアに テキス トを入力 す る と、 中問部 に、 その内容 が`ひ らが な'

表 示、最 下部 には`(8点 式)点 字'表 示 され る。

例 え ば 、`奈 良 大学 社 会
7バ ・.{灘 膝 驚:暴タ#AA"g薯 蹴.'蹟隻 懸妻ノジ撃 夢轟 ♂。㍉塑鱒

学部 現代社会学科'の 点字 磁暴灘餓製劉劇繋塑懸4,、

変換 の例 を画面 コ ピーで、 図 田 醗 蜘,瞬 ッa、1誰

3に 示 した。通 常文 書 が、 ひ

らがな文、 点字 文 に変換 して .

い るこ とを画面 で確 か め、良

ければ、点 字 出力す る。

〔フ ァイル〕 → 〔点字 出力 〕

を選 べば、点 字 プ リンターよ
　 こ

り出力 され る。 た だ し、点 字L

は、漢字 を含 まな い平 文 に な

るの で、 多量 の出力 に な るの

で、要 注意 で あ る。 図3

攣
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2-2-2点 字 デ ィスプ レー を使 う

点 字 プ リン ターに よ る出力 は、 時 間が掛 か り、人 鼠の硬質 用紙 を使 うので、常 時 使用 す

るに は、 適 して いな い。 例 え ば、 リアル タイムで の学習 、 ハ ー ドコ ピーを必要 と しない場

合 に は、 点字 デ ィスプ レー(写 真4、KGS社 製 、BrailleNoteBN46x型)を 利 川す る

と何 か と好 都 合 で あ る。 イ ン ター フェー スは、RS-232Cを 使 川 して い るの で、 レスポ ン

スは、速 い とはいえな いが、通常 使用 に は、問題 はな い。写真4の 上部 は、障害者用 のキ ー

ボー ドで、 ド部 は、点字 表示 デ ィスプ レー にな ってい る。点字 の表示速度 は駆 動 ソフ トウェ

アで調 節 で きる。 一般 に、 視覚 障害 者 は、比 較 的 に速 い速 度 で の表示 を望 む。 詳細 な使用

方法 は、電 子 マニ ュアルが、"通 常表 示"と"点 字 表示"の 二 種類 で提供 され て いるので、

使用 時 には、一一読 す る ことを勧 め る。

2-2-3資 料(ま た は文書)→ 点字 に変 換す る(ス キ ャナー利 用)

印刷 また は清 書 され た資料(ま た は文書)を 再 入力す るので は な く、 これ を直接読 み込

んで点字 に変換 した い時、 まず、 資料 を スキ ャナー(Epson、GT-8200U)で 読 み(イ メー

ジ情 報)、 これ を文字 情 報 に変 換(テ キ ス ト情 報)し 、 さ らに、 点 字情 報(EXTRAフ ァ

イル)に 変換 し、 これ を点字 プ リン ターに出 力す る必要 が あ る。 この場 合、注 意す る こと

は、 何度 も文書 を変 換 して い るので、 その都度 、 入念 に点検 し、 正確 を期 す る ことが大 切

であ る。 変換精 度 は、99%前 後 と微妙 なので、 神経 を使 う作 業 とな る。 当然 の ことで あ る

が、 図、表 、 線、 記 号(一 部 は利 用 で き る もの もあ る)、 写真 な ど は、 変換 で きな い。 ま

た、点字 出力 にす る と、元 の 資料 の数倍 の 童 にな るので、 あ ま り人量 の資料類 の点 字 にす

るの は、要注 意 で あ る。具 体 的 な例 は、

①EpsonGT-8200Uユ ーザ ー ズガ イ ド(電rマ ニ ュアル)を 一 読 してお く。

② スキ ャナ ーの電源 がONに な って い る事 を確 認 す る。

③ 〔ス ター ト〕 → 〔す べて の プ ロ グラム〕 → 〔読 んで∠/コ コ〕→ 〔読 んで!!コ コ〕 →

〔パ ー ソナル メニ ュー〕→ 〔]動 実 行〕

→ 〔AISmartScanパ ネル〕

→ 「取 り込み■(S)]を ク リック

ー 阪 り込 み屯

注)右 画而 に認識 ・変換 ・実 行 した認識 結 果が 表示 され るので、必 要 に応 じ

て、 その内容 を修正 す る。

→ヒ塑 杢ノヒφ保網

a必 要 に応 じて、 墨字 で 出力 して、点 検 修正 す る。

b修 正 の な い場 合 は、221と 同様 で、Extraフ ァイ ルに変換 して、点字

プ リン ターで 出力す る。
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3.今 後 の 問題

本稿 で述 べ た よ うに、 問 題 に な って い るの は、 支援 用パ ソ コ ン(PC)の 保守 、 管理 お

よび更な る改良 であ る。 支援 は、一一部 の人(教 職 員およ び学生)に よる ボラ ンテ ィアに頼 っ

て い るが 、 基礎的 な知識 ・技 術 な ど不足 して い る場 合、設定 変更 、 ソ フ トウェアの 欠損、

不適 切不川!な どあ り、度 々使 用 で きな い 「拝態 に な り、 種 々の支 障 をa<た して い る。 ま た、

初心 者 に は、 システ ムが使 いづ らい ら し く、使 川 方法 が良 くわ か らな い との意 見 もでて い

るので、 この点 に関 して は、 さ らな る改良 が必 要 で あ る。 また、関連 資 料、 マニ ュア ル、

消耗 品 の補充 な ど も系統 的 に 支援 を行 う体 制作 りが 大切で あ る。 これ らを着実 に実 行 す る

には、 嘩任 の 人の配 置が 欠 かせ な い。

次 に、情 報保 障の技 術 も、 こ こ3～5年 間 に、 格段 の進 歩が あ った 国P。 現 在 は、導 入

されて いな いが、点字 を墨宇 に変換 す る技 術 も、研 究 の対 象か ら、実 川 の段 階 に入 り、 そ

の機 材、 ソフ トなどの 市販 も始 ま った ㍗。 本学 も試 験 的 に導 入 し、 評価 す る必 要 が あ る。
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